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１．はじめに 
 本市の教育は、子供たちに対する関係者の熱意と努力により、常に高い教育水準を

維持し、豊かな社会や経済を支える人材の育成に大きな役割を果たしてきました。 

 しかし、少子・高齢化や高度情報化の進展など社会情勢の急激な変化に伴い、子供

たち一人ひとりが抱える課題は複雑化、多様化し、いじめの深刻化や規範意識の低下

など多くの問題も指摘されています。 

 このような時代の変化に対して、これまで培われてきた「周南教育」の成果を受け

継ぎながら、「ふるさと周南」を愛し、高い「志」を抱いて周南の未来（あす）を担

う子供たちを、学校・家庭・地域が一体となって“共に”育てていくため、「周南市

の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱」（以下「大綱」という。）

を定めます。 

 

 

２．大綱の位置付け 
 この大綱は、平成２７年４月 1日改正施行の「地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律」第１条の３の規定に基づき、「教育の目標」や「施策の根本的な方針」を、

総合教育会議の協議を経て、市長が策定するものです。 

 

 

３．大綱策定の趣旨 
 この大綱は、市長と教育委員会の連携強化を図り、それぞれの所掌事務をより一体

的に執行するため、「第２次周南市まちづくり総合計画 しゅうなん共創共生プラン」

（以下「まちづくり総合計画」という。）の教育に関する分野別計画を基本とし、教

育委員会で策定している「周南市の教育～『不易』と『流行』の教育を求めて～」と

も整合を図りながら策定するものです。 

 

「まちづくり総合計画」・「周南市の教育」と「大綱」の相関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．大綱の期間 
 この大綱が対象とする期間は、まちづくり総合計画の前期基本計画の期間と合わせ、

平成２７年度から平成３１年度までの５年間とします。 

「大綱」 

（平成 27 ~ 31年度） 

 

「まちづくり総合計画」 

前期基本計画  

（平成 27 ~ 31年度） 

 

【分野別計画】 

「教育・子育て」 

「生涯学習・人権」 

の分野で一致 

 

「平成２７年度 周南市の教育 

  ～『不易』と『流行』の教育を求めて～」 
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５．基本理念・基本方針 

 

    

 

 

 

「子供は社会の宝」です。 

子供の元気な笑い声が飛び交うまちは、活気に満ちあふれています。 

未来（あす）に向かって子供たちが変化の激しい社会を生き抜き、真の社会人とし 

ての自己実現を図るためには、子供たちが、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」 

を、それぞれ調和のとれた『生きる力』として身に付けることが重要です。 

また、「ふるさと周南」の自然や歴史、伝統や文化に誇りと愛着をもち、高い「志」 

を抱いて社会で活躍し、周南の未来（あす）を拓き、担う子供たちを育てていく環境

づくりが大切です。 

さらに、文化芸術やスポーツを含めた幅広い生涯学習活動を推進し、「誰でも」「い 

つでも」「どこでも」学ぶことができ、学びの成果をまちづくりにつなげるためには、

市民と行政とが“共に”協力する「共創」のまちづくりを担う人材育成が重要です。 

こうした「周南教育」の教育理念を具現化するため、「周南教育」における「不易」 

（本質的な価値）と「流行」（変化への対応）を見極めながら、次の５つの基本方針 

に基づき実践を積み重ねることで、「周南教育」のさらなる充実に努めます。 

  

 

≪基本理念≫≪基本理念≫≪基本理念≫≪基本理念≫    

未来（あす）に向かって未来（あす）に向かって未来（あす）に向かって未来（あす）に向かって““““共に共に共に共に””””育む、周南の子供育む、周南の子供育む、周南の子供育む、周南の子供    

基本理念

未来（あす）に向かって

“共に”育む、

周南の子供

基本方針①

地域と“共に”ある周南教育の推進

～コミュニティ・スクールの充実～

基本方針②

「ふるさと周南」の未来（あす）を担う

人材の育成

～道徳教育や幼児教育の充実による
「豊かな心」の育成～

基本方針③

『生きる力』を育む教育の実現

～「確かな学力」「健やかな体」の育成～

基本方針④

魅力ある教育の実現

～信頼と期待に応える

教育環境の充実・整備～

基本方針⑤

いきいきと学び続ける

生涯学習社会の実現

～ひとづくり・まちづくりの推進～

大綱イメージ図
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 「ふるさと周南」の未来（あす）を担う子供たちの豊かな成長のためには、学校・

家庭・地域が相互に連携し、社会総がかりで子供や学校の抱える課題の解決などに“共

に”取り組んでいくことが重要です。 

このため、本市では、平成２４年度から全ての小・中学校においてコミュニティ・

スクールの取組を始め、地域連携に関する成果のみならず、学力向上や生徒指導上の

課題解決においても成果がでてきたところです。 

今後、さらに地域教育ネットワークとの連携を図ることを通して、幼児期から中学

校卒業までの１５年間にわたって子供を育む、地域と“共に”ある学校づくりを推進し

ます。 

    

【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ コミュニティ・スクールの充実コミュニティ・スクールの充実コミュニティ・スクールの充実コミュニティ・スクールの充実    

地域の教育資源や教育力を活用する中で、学校と地域が相互に理解し合い、協

働する横のつながり、中学校とその校区にある小学校間の連携を深める縦のつな

がりを相互につむぎ合わせながら、今後もさらなる学校・家庭・地域による連携

と協働の実践により、学校のよさの伸長と地域の教育課題の解決を図るコミュニ

ティ･スクールの充実に取り組みます。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

 

    

    

    

    

    

    

    

○ 全学校に設置している学校運営協議会の運営を支援します。 

○ 地域づくりの核の一つとして、地域と連携した学校づくりを推進します。 

○ 小学校と中学校の連携や同一中学校区内の小学校間の連携をより一層推進し

ます。 

○ 学校と地域をつなぐ柱となる人材としてのコーディネーターを育成します。 

地域と地域と地域と地域と““““共に共に共に共に””””ある周南教育の推進ある周南教育の推進ある周南教育の推進ある周南教育の推進    

～コミュニティ・スクールの充実～～コミュニティ・スクールの充実～～コミュニティ・スクールの充実～～コミュニティ・スクールの充実～    

基本方針① 
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【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 地域教育ネットワークの拡充地域教育ネットワークの拡充地域教育ネットワークの拡充地域教育ネットワークの拡充    

小学校、中学校それぞれのコミュニティ・スクールを核として、地域の子供の

育ちに関わる人々が一体となって協議する地域教育ネットワークの取組を充実す

るなど、地域総がかりで子供たちを育む仕組みづくりを推進し、青少年の健全育

成を支援します。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

    

    

    

    

    

○ 「自ら考え、自ら判断し、主体的に行動する」子供たちを育成するため、学

校・家庭・地域が連携して子供たちを見守り育てる環境づくりに努めます。 

○ 中学校区を統括する統括コーディネーターの配置を拡充し、地域の子供に関

わる関係機関相互の連携を促進します。 

○ 地域教育ネットワークでの協議や統括コーディネーターの活動を通して、子

供たちが地域の行事やイベントにボランティアとして主体的に参加・参画でき

る機会の充実に努めます。 
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人や地域とのつながりが希薄になりつつある現代社会において、生命（いのち）を

大切にする心や他人を思いやる心、規範意識の醸成など心の教育の充実はますます重

要となっています。 

このため、道徳教育や幼児教育の充実を図り、学校・家庭・地域が一体となって子

供の「豊かな心」を育むことを通して、「ふるさと周南」に誇りと愛着をもち、周南

の未来（あす）を担う人材の育成に努めます。 
    
【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 道徳教育の充実道徳教育の充実道徳教育の充実道徳教育の充実 

道徳教育においては、人間尊重の精神と生命（いのち）に対する畏敬の念を前

提に、社会の一員として求められるルールやマナーへの理解、規範意識などの醸

成、人としてよりよく生きるために大切な道徳的価値の自覚や自分の生き方につ

いての考えを深めることなどが求められます。 

そのため、教育活動全体を通じて、発達段階に応じた学びの場を設定し、より

高い価値観に基づいた見方や考え方を養う道徳教育の充実を図ることで、「ふるさ

と周南」に誇りと愛着をもった心豊かな子供を育てます。 
    

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

○ 道徳的価値の自覚と自己の生き方についての考えを深め、道徳的実践力を高

める道徳の授業づくりを進めます。 

○ 豊かな表現力や想像力、生きがい感などを育成するため、学校図書館を有効

活用し読書活動の充実を図ります。 

○ コミュニティ・スクールの機能を生かしながら、充実感や達成感が得られる

行事や体験活動の充実を図ります。 

○文化会館や美術博物館等の積極的な活用により、本物の文化、芸術にふれる機

会を拡充します。 

「ふるさと周南」の未来（あす）を担う人材の育成「ふるさと周南」の未来（あす）を担う人材の育成「ふるさと周南」の未来（あす）を担う人材の育成「ふるさと周南」の未来（あす）を担う人材の育成    

～道徳教育や幼児教育の充実による「豊かな心」の育成～～道徳教育や幼児教育の充実による「豊かな心」の育成～～道徳教育や幼児教育の充実による「豊かな心」の育成～～道徳教育や幼児教育の充実による「豊かな心」の育成～ 

基本方針② 
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【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 幼児教育の充実幼児教育の充実幼児教育の充実幼児教育の充実 

幼児教育では、生活や遊びといった直接的・具体的な体験を通して人格形成の

基礎を培うとともに、小学校以降の生活や学習につながる基盤づくりに努めます。 
    

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

○ 子供の知的好奇心、興味や関心を喚起し、子供と「もの」や「人」、「状況」

とのかかわりをより豊かにする環境構成に努めます。 

○ 子供が多様な体験を重ねること、体験を通して得た思いや考えを言葉に表す

ことなどを重視し、子供や社会の変化に対応した教育を推進します。 

○ 保育所・幼稚園・認定こども園と小学校の接続を円滑にし、育ちや学びを連

続的にとらえた幼児教育の充実を図ります。 

○ 関係機関との連携や協力体制の強化を図り、家庭や地域における子育て支援

の推進に努めます。 
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知識基盤社会の到来やグローバル化の進展など、社会が構造的に変化する中、「ふ

るさと周南」の未来（あす）を担う子供たちの『生きる力』を育むことは、より一層

重要となっています。 

 このため、基礎的な知識・技能を習得し、それらを活用して、自ら考え、判断し、

表現することにより、様々な問題に積極的に対応し、解決する力などの「確かな学力」、

自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの「豊か

な心」、たくましく生きるための健康や体力などの「健やかな体」、これら知・徳・体

の調和を重視し、『生きる力』を育む教育の実現に努めます。 

 

【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 確かな学力の育成確かな学力の育成確かな学力の育成確かな学力の育成    

個に応じた学びを保障するとともに、教員の授業力を磨き、知的好奇心の高揚

を図る授業づくりを進め、児童生徒の学力の向上に努めます。 

    

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

    

    

○ 義務教育における学びのつながりを明確にし、生徒指導の３機能（自己存在

感をもたせる・自己決定の場を与える・共感的な人間関係を育てる）を生かし

た授業づくりに取り組みます。 

○ 特別支援教育の視点に立ち、一人ひとりの特性や教育的ニーズに応じた学び

を保障します。 

○ 不登校及び不登校傾向にある児童生徒を教育支援センター（旧適応指導教室)

において、適切に指導・支援することを通して、不登校状態の改善を図ります。 

○タブレット端末を活用した授業づくりのための教職員研修を充実し、児童生徒

の豊かな学びを保障します。 

○ 高等教育機関や地元企業等との連携により、専門的な知識や技能を有する地

域資源や地域人材を積極的に活用します。 

○ コンビナート企業や水素学習室などを活用した地元の産業を知る機会を拡充

します。 

『生きる力』を育む教育の実現『生きる力』を育む教育の実現『生きる力』を育む教育の実現『生きる力』を育む教育の実現    

～「確かな学力」「健やかな体」の育成～～「確かな学力」「健やかな体」の育成～～「確かな学力」「健やかな体」の育成～～「確かな学力」「健やかな体」の育成～ 

基本方針③ 
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【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 健やかな体の育成健やかな体の育成健やかな体の育成健やかな体の育成    

心と体を一体としてとらえた学校体育の充実とともに、学校、家庭、地域、関

係機関等が連携を一層強化することにより、生涯にわたって健康を保持・増進し、

豊かなスポーツライフを実現する資質や能力の育成を図ります。 

    

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

    

    

    

    

    

○ 運動の楽しさを実感できる体育学習、児童生徒の実態や発達段階に即した実

践的、科学的な保健学習を充実します。 

○ 学校、家庭、地域、関係機関等が連携することにより、運動に親しむことが

できる環境や機会の拡充を図ります。 

○ 学校給食や特色のある食育を通して、食の知識の習得や正しい食習慣の定着

を図り、心身の健康づくりを進めます。 
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子供たちの『生きる力』を育成するためには、その基盤となる生徒指導体制の確立

や、教職員の人材育成が急務です。 

また、子供たちが安心して学校生活を送るためには、学校施設の充実・整備や、安

心・安全な学校給食の提供が重要です。 

このため、ソフト、ハード両面から教育環境の充実・整備に努め、子供たちの生活

意欲・学習意欲の向上につながる魅力ある学校づくりに取り組みます。 

    
【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 子供たちの『生きる力』を育成する生徒指導体制の充実と教職員の人材育成子供たちの『生きる力』を育成する生徒指導体制の充実と教職員の人材育成子供たちの『生きる力』を育成する生徒指導体制の充実と教職員の人材育成子供たちの『生きる力』を育成する生徒指導体制の充実と教職員の人材育成    

子供たち一人ひとりの人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質や

行動力を高めるため、生徒指導体制を充実するとともに、教職員の資質能力の向

上を図り、子供たちの「夢をかなえる学校」の実現をめざします。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

 

 

 

 

 

 

 

【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 望ましい教育環境の充実・整備望ましい教育環境の充実・整備望ましい教育環境の充実・整備望ましい教育環境の充実・整備    

子供たちの学びを充実するため、教育の情報化に対応したＩＣＴ環境の整備や

快適な学習環境を実現するための空調設備の導入、望ましい教育環境を確保する

ための適正な学校の再編整備などに取り組みます。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

 

 

 

 

 

 

 

○  組織的な生徒指導体制を構築するとともに、不登校児童生徒に対する支援体

制を強化します。 

○  周南市教育研究センターによるキャリアステージに応じた実践的な研修を

充実し、教職員の資質能力のより一層の向上を図ります。 

○ 生徒が健康で快適に学習できる環境を整えるため、中学校の普通教室への空

調設備の整備を進めます。 

○ 子供たちの主体的・協働的な学習を支援するため、タブレット端末を小中学

校へ導入します。 

○ 教育効果を十分に発揮するため、教材備品の充実を図るとともに、安心・安

全な学校施設の整備に努めます。 

○ 児童生徒の望ましい教育環境を実現するため、保護者、地域の理解を得つつ

学校の適正な再編整備を進めます。 

○学校教育制度の多様化に対応するため、義務教育学校の研究を進めます。 

魅力ある教育の実現魅力ある教育の実現魅力ある教育の実現魅力ある教育の実現    

～信頼と期待に応える教育環境の充実・整備～～信頼と期待に応える教育環境の充実・整備～～信頼と期待に応える教育環境の充実・整備～～信頼と期待に応える教育環境の充実・整備～    
 

基本方針④ 
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【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 安心・安全な学校給食の提供安心・安全な学校給食の提供安心・安全な学校給食の提供安心・安全な学校給食の提供    

徹底した衛生管理のもと、健康の増進や体位の向上など心身の健康な発達に資

する、安心・安全でおいしい学校給食の提供に努めます。 

また、学校給食を生きた教材として活用し、学校における食育の推進を図りま

す。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 徹底した衛生管理のもと、子供たちの健康な成長に必要な栄養バランスに配

慮するとともに、献立を工夫することにより、安心・安全でおいしい学校給食

の提供に努めます。 

○ 地元産の農産物をはじめとする食材を積極的に活用した学校給食を通して、

地域の食文化や産業、自然の恩恵に対する理解を深めることができるよう努め

ます。 

○ 新たな学校給食センターの建設とともに、 安心・安全を第一とした既存の学

校給食センター設備の更新を計画的に進めます。 
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人口減少や少子・高齢化の進行など社会情勢が大きく変化する中、市民一人ひとり

の学習や生活に対するニーズは個別化・多様化してきており、多様な学びにふれる環

境づくりや学びを支える体制づくり、学びを通じた「共創」によるまちづくりが求め

られています。 

このため、生涯にわたって学び続ける学習活動への支援、スポーツ環境の整備、文

化芸術活動の推進、文化財の保護、図書館の充実、人権教育の推進などに取り組み、

いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現に努めます。 

 

【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 生涯にわたって学習、スポーツができる環境の整備生涯にわたって学習、スポーツができる環境の整備生涯にわたって学習、スポーツができる環境の整備生涯にわたって学習、スポーツができる環境の整備    

市民主体の継続的な生涯学習活動、スポーツ活動を支援するとともに、活動環

境の充実・整備に取り組みます。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

 

 

 

 

 

 

 

    
    

【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 文化芸術活動の推進文化芸術活動の推進文化芸術活動の推進文化芸術活動の推進    

優れた文化芸術にふれる機会を充実し、市民主体の文化芸術活動の活性化を図

ることで、豊かで彩りのある市民文化の育成に取り組みます。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

 

 

 

 

 

 

    

○ 生涯学習の活動拠点である「学び・交流プラザ」をはじめ地域の拠点である

公民館において、学習情報の収集・集約により一層努め、市民の多様なニーズ

に応える学習機会の充実を図ります。 

○ 多様なスポーツ活動の機会の提供や実施に努め、ライフステージやライフス

タイルに応じたスポーツ活動を支援します。 

○ 老朽化した公民館、その他の社会教育・スポーツ施設の計画的な整備・改修

に努めます。 

○ 幅広い分野で質の高い芸術の鑑賞機会の提供に努めます。 

○ 市民が参加する多様な文化芸術活動の支援に努めます。 

○ 拠点施設である文化会館・美術博物館等の計画的な改修に努めます。 
 

いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現    

～ひとづくり・まちづくりの推進～～ひとづくり・まちづくりの推進～～ひとづくり・まちづくりの推進～～ひとづくり・まちづくりの推進～ 

基本方針⑤ 
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【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 文化財の保護と活用文化財の保護と活用文化財の保護と活用文化財の保護と活用    

地域の特色ある歴史を伝える文化財や、長い歴史を通じ地域で守られてきた伝

統文化に対する理解を深め、自らに生かし、ふるさとへの誇りと愛着をもちなが

ら、継承し発展させようとする心を育みます。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 読書が育むひとづくり・まちづくり読書が育むひとづくり・まちづくり読書が育むひとづくり・まちづくり読書が育むひとづくり・まちづくり    

「知の拠点」として基本図書資料の整備を図るとともに、地域に密着した郷土

資料など、多岐にわたる資料の収集・整理・保存・展示による活用に努め、利用

者満足度の高い図書館サービスを提供します。 

また、未来（あす）を担う子供たちが読書を通じて、『生きる力』を身に付け、

豊かな人生を送ることができるよう読書活動の推進に努めます。 

さらに、新たな「知の広場」としての民間活力導入図書館を建設し、「人が集い

楽しむこのまちの賑わいと交流の場」の創出を図ります。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

        

    

    

    

    

    

    

○ 関係機関や保存団体と連携を図り、文化財の適切な保護を進めるとともに、

伝統芸能等の保存継承を促進します。 

○ 文化財や民俗資料等を活用し、郷土の歴史や文化を学ぶ機会の提供に努めま

す。 

○ ツル保護事業に関する協議機関の充実を図り、ツルの生息環境の保全と渡来

数の増羽に向けた対策を進めます。 

○ 多岐にわたる利用者のニーズに的確に対応するための図書館資料の提供に

努めます。 

○ 徳山駅前に民間活力を導入し、気軽に、ゆっくりと本を楽しめる図書館を新

たに整備します。 

○ 家庭での「うちどく」の奨励や学校図書館との連携の強化など、「第二次周

南市子ども読書活動推進計画」を推進します。 

○ 子供対象のお話し会や成人向け各種講座の開催など、読書普及啓発活動を推

進し、幅広い世代の「学び」を支援します。 
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【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ 人権教育の推進人権教育の推進人権教育の推進人権教育の推進    

「山口県人権推進指針」、「周南市人権行政基本方針」を基本とし、「自由」、「平

等」、「生命（いのち）」の人権尊重の視点に立って、学校、地域社会、企業・職場

のあらゆる場を通して推進体制や学習機会のさらなる充実を図り、「市民一人ひと

りの人権が尊重されるまち」の実現に向けて人権教育を推進します。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    
【推進方向】【推進方向】【推進方向】【推進方向】    

○ まちづくりを担うひとづくりまちづくりを担うひとづくりまちづくりを担うひとづくりまちづくりを担うひとづくり    

無限の可能性を秘めた「市民力」を引き出し、市民と行政がバランスよくまち

づくりに関わり、“共に”協力して社会全体で支え創る「共創」によるまちづくり

を進めます。 

 

【対象施策】【対象施策】【対象施策】【対象施策】    

    

        

    

    

    

    

    
    

    

○ 幼稚園、小・中学校での人権参観日・講演会などを通して、幼児・児童・生

徒、保護者、教職員等の人権意識の向上を図ります。 

○ 地域住民の人権意識の向上をめざし、地域の身近な施設でさまざまな世代へ

の学習機会の充実に努めます。 

○ 地域社会において自主的な取組の推進を担う指導者を養成します。 

○ 「企業職場人権教育連絡協議会」において、情報交換を行いながら、企業・ 

 職場における人権教育を推進します。 

○ 地域力向上をめざし、地域の拠点となる公民館運営を推進し、地域の担い手

となる人材育成に取り組みます。 

○ 市民一人ひとりの学ぶ意欲に応え、自主的・継続的な学習活動を支援すると

ともに、市民参画による学習機会の提供に取り組みます。 

○ 地域活動や各種団体の自立を支援し、学んだ成果を生かす環境の充実を図り

ます。 
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し
、

青
少

年
の

健
全

育
成

を
支

援
し

ま
す

。
づ

く
り

を
推

進
し

、
青

少
年

の
健

全
育

成
を

支
援

し
ま

す
。

づ
く

り
を

推
進

し
、

青
少

年
の

健
全

育
成

を
支

援
し

ま
す

。
づ

く
り

を
推

進
し

、
青

少
年

の
健

全
育

成
を

支
援

し
ま

す
。

コ
ミ

ス
ク

の
成

果
を

具
体

的
に

示
し

た
方

が
良

い
の

で
は

な
い

か
。

教
育

長
コ

ミ
ス

ク
の

成
果

は
子

ど
も

、
教

員
、

地
域

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

の
成

果
が

あ
る

。
特

徴
的

な
も

の
を

例
示

す
る

。

こ
の

た
め

、
本

市
で

は
平

成
２

４
年

度
か

ら
全

て
の

小
・

中
学

校
に

お
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

の
取

組
を

始
め

、
成

果
も

で
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
が

、

⇒ ⇒⇒⇒
こ

の
た

め
、

本
市

で
は

、
平

成
２

４
年

度
か

ら
全

て
の

小
・

中
学

校
に

お
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

の
取

組
を

始
め

、
地

域
連

携
に

関
す

る
成

果
の

み
な

地
域

連
携

に
関

す
る

成
果

の
み

な
地

域
連

携
に

関
す

る
成

果
の

み
な

地
域

連
携

に
関

す
る

成
果

の
み

な
ら

ず
、

学
力

向
上

や
生

徒
指

導
上

の
課

題
解

決
に

お
い

て
も

ら
ず

、
学

力
向

上
や

生
徒

指
導

上
の

課
題

解
決

に
お

い
て

も
ら

ず
、

学
力

向
上

や
生

徒
指

導
上

の
課

題
解

決
に

お
い

て
も

ら
ず

、
学

力
向

上
や

生
徒

指
導

上
の

課
題

解
決

に
お

い
て

も
成

果
が

で
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
。

教
育

長
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
は

学
校

と
地

域
を

繋
ぐ

重
要

な
存

在
で

あ
る

。

市
長

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

、
入

れ
込

む
。

教
育

長
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

同
士

を
ど

の
よ

う
に

繋
げ

て
い

く
の

か
を

考
え

、
最

終
的

に
周

南
市

と
し

て
ど

う
取

り
組

み
、

ど
の

よ
う

に
広

げ
て

い
く

か
、

そ
の

考
え

方
が

非
常

に
大

事
。

こ
れ

ら
を

視
野

に
入

れ
て

表
現

を
考

え
て

み
た

い

市
長

大
き

な
課

題
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

は
、

小
学

校
区

単
位

が
多

い
。

こ
れ

を
大

綱
に

反
映

さ
せ

る
の

は
難

し
い

が
、

そ
う

い
う

広
が

り
が

欲
し

い
。

教
育

長
「

地
域

づ
く

り
の

一
翼

を
担

っ
て

い
る

」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

は
い

か
が

か
。

月
谷

「
地

域
づ

く
り

の
核

の
ひ

と
つ

と
し

て
」

は
、

い
か

が
か

。

対
応

意
見

月
谷

「
伝

統
や

文
化

に
誇

り
と

愛
着

を
も

ち
」

の
「

愛
着

」
に

つ
い

て
は

、
愛

着
が

ど
の

よ
う

な
も

の
か

、
ど

の
よ

う
に

し
た

ら
愛

着
が

持
て

る
の

か
、

具
体

的
に

例
を

挙
げ

て
、

表
記

し
た

方
が

良
い

の
で

は
な

い
か

。

池
永

松
田

地
域

づ
く

り
に

は
、

い
ろ

い
ろ

な
方

が
携

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
「

学
校

を
核

と
し

た
地

域
づ

く
り

」
と

限
定

せ
ず

、
広

い
範

囲
を

意
味

す
る

表
現

と
で

き
な

い
か

。

意
見

地
域

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
が

今
後

課
題

に
な

っ
て

く
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
な

り
う

る
方

の
発

掘
を

考
え

て
行

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

月
谷

基 本 理 念

対 象 施 策

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル の 充 実

①

月
谷

推
進

方
向

の
文

言
で

学
校

と
地

域
の

横
の

つ
な

が
り

、
小

中
学

校
の

縦
の

つ
な

が
り

と
あ

る
が

、
市

全
体

の
つ

な
が

り
が

感
じ

ら
れ

る
よ

う
な

広
が

り
の

あ
る

表
現

と
で

き
な

い
か

。

推 進 方 向

基 本 方 針 リ ー ド 文

○
 
地

域
と

連
携

し
た

学
校

づ
く

り
、

学
校

を
核

と
し

た
地

域
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

⇒
○

地
域

づ
く

り
の

核
の

一
つ

と
し

て
、

地
域

と
連

携
し

た
学

校
づ

く
り

を
推

進
⇒

○
地

域
づ

く
り

の
核

の
一

つ
と

し
て

、
地

域
と

連
携

し
た

学
校

づ
く

り
を

推
進

⇒
○

地
域

づ
く

り
の

核
の

一
つ

と
し

て
、

地
域

と
連

携
し

た
学

校
づ

く
り

を
推

進
⇒

○
地

域
づ

く
り

の
核

の
一

つ
と

し
て

、
地

域
と

連
携

し
た

学
校

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

し
ま

す
。

し
ま

す
。

し
ま

す
。

基 本 方 針

「
ふ

る
さ

と
周

南
」

の
自

然
や

歴
史

、
伝

統
や

文
化

に
誇

り
と

愛
着

を
も

ち
、

高
い

「
志

」
を

抱
い

て
社

会
で

活
躍

す
る

⇒
「

基
本

方
針

①
」

に
お

い
て

『
地

域
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

』
を

追
記

⇒
「

基
本

方
針

①
」

に
お

い
て

『
地

域
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

』
を

追
記

⇒
「

基
本

方
針

①
」

に
お

い
て

『
地

域
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

』
を

追
記

⇒
「

基
本

方
針

①
」

に
お

い
て

『
地

域
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

』
を

追
記

⇒
「

基
本

方
針

③
」

に
お

い
て

『
地

元
の

産
業

を
知

る
機

会
の

拡
充

』
を

追
記

⇒
「

基
本

方
針

③
」

に
お

い
て

『
地

元
の

産
業

を
知

る
機

会
の

拡
充

』
を

追
記

⇒
「

基
本

方
針

③
」

に
お

い
て

『
地

元
の

産
業

を
知

る
機

会
の

拡
充

』
を

追
記

⇒
「

基
本

方
針

③
」

に
お

い
て

『
地

元
の

産
業

を
知

る
機

会
の

拡
充

』
を

追
記

地
域

の
教

育
資

源
や

教
育

力
を

活
用

し
な

が
ら

、
学

校
と

地
域

の
横

の
つ

な
が

り
、

小
学

校
と

中
学

校
と

い
う

縦
の

つ
な

が
り

を
相

互
に

つ
む

ぎ
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
「

地
域

と
“

共
に

”
あ

る
学

校
づ

く
り

」
を

推
進

し
ま

す
。

⇒
地

域
の

教
育

資
源

や
教

育
力

を
活

用
す

る
中

で
す

る
中

で
す

る
中

で
す

る
中

で
、

学
校

と
地

域
が

相
互

に
理

解
相

互
に

理
解

相
互

に
理

解
相

互
に

理
解

し
合

い
、

協
働

す
る

し
合

い
、

協
働

す
る

し
合

い
、

協
働

す
る

し
合

い
、

協
働

す
る

横
の

つ
な

が
り

、
中

学
校

と
そ

の
校

区
に

あ
る

小
学

校
間

の
中

学
校

と
そ

の
校

区
に

あ
る

小
学

校
間

の
中

学
校

と
そ

の
校

区
に

あ
る

小
学

校
間

の
中

学
校

と
そ

の
校

区
に

あ
る

小
学

校
間

の
連

携
を

深
め

る
連

携
を

深
め

る
連

携
を

深
め

る
連

携
を

深
め

る
縦

の
つ

な
が

り
を

相
互

に
つ

む
ぎ

合
わ

せ
な

が
ら

、
今

後
も

さ
ら

つ
む

ぎ
合

わ
せ

な
が

ら
、

今
後

も
さ

ら
つ

む
ぎ

合
わ

せ
な

が
ら

、
今

後
も

さ
ら

つ
む

ぎ
合

わ
せ

な
が

ら
、

今
後

も
さ

ら
な

る
学

校
・

家
庭

・
地

域
に

よ
る

連
携

と
協

働
の

実
践

に
よ

り
、

学
校

の
よ

さ
の

な
る

学
校

・
家

庭
・

地
域

に
よ

る
連

携
と

協
働

の
実

践
に

よ
り

、
学

校
の

よ
さ

の
な

る
学

校
・

家
庭

・
地

域
に

よ
る

連
携

と
協

働
の

実
践

に
よ

り
、

学
校

の
よ

さ
の

な
る

学
校

・
家

庭
・

地
域

に
よ

る
連

携
と

協
働

の
実

践
に

よ
り

、
学

校
の

よ
さ

の
伸

長
と

地
域

の
教

育
課

題
の

解
決

を
図

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
ス

ク
ー

ル
の

充
実

に
伸

長
と

地
域

の
教

育
課

題
の

解
決

を
図

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
ス

ク
ー

ル
の

充
実

に
伸

長
と

地
域

の
教

育
課

題
の

解
決

を
図

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
ス

ク
ー

ル
の

充
実

に
伸

長
と

地
域

の
教

育
課

題
の

解
決

を
図

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
ス

ク
ー

ル
の

充
実

に
取

り
組

み
ま

す
。

取
り

組
み

ま
す

。
取

り
組

み
ま

す
。

取
り

組
み

ま
す

。

　
※

『
地

域
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

』
を

追
記

　
※

『
地

域
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

』
を

追
記

　
※

『
地

域
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

』
を

追
記

　
※

『
地

域
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

』
を

追
記

第
２

回
周

南
市

総
合

教
育

会
議

に
お

け
る

協
議

内
容

と
「

大
綱

（
案

）
」

の
修

正
項

目
整

理
表

⇒
【

対
象

施
策

】
に

追
記

⇒
【

対
象

施
策

】
に

追
記

⇒
【

対
象

施
策

】
に

追
記

⇒
【

対
象

施
策

】
に

追
記

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

充
実

○
 学

校
と

地
域

を
つ

な
ぐ

柱
と

な
る

人
材

と
し

て
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
育

○
 学

校
と

地
域

を
つ

な
ぐ

柱
と

な
る

人
材

と
し

て
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
育

○
 学

校
と

地
域

を
つ

な
ぐ

柱
と

な
る

人
材

と
し

て
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
育

○
 学

校
と

地
域

を
つ

な
ぐ

柱
と

な
る

人
材

と
し

て
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
育

成
し

ま
す

。
成

し
ま

す
。

成
し

ま
す

。
成

し
ま

す
。

地
域

教
育

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充
○

 中
学

校
区

を
統

括
す

る
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

を
拡

充
し

、
地

域
○

 中
学

校
区

を
統

括
す

る
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

を
拡

充
し

、
地

域
○

 中
学

校
区

を
統

括
す

る
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

を
拡

充
し

、
地

域
○

 中
学

校
区

を
統

括
す

る
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

を
拡

充
し

、
地

域
の

子
供

に
関

わ
る

関
係

機
関

相
互

の
連

携
を

促
進

し
ま

す
。

の
子

供
に

関
わ

る
関

係
機

関
相

互
の

連
携

を
促

進
し

ま
す

。
の

子
供

に
関

わ
る

関
係

機
関

相
互

の
連

携
を

促
進

し
ま

す
。

の
子

供
に

関
わ

る
関

係
機

関
相

互
の

連
携

を
促

進
し

ま
す

。

「
生

き
る

力
」

を
、

具
体

的
に

伝
え

る
こ

と
は

難
し

い
が

、
端

的
に

表
現

で
き

る
言

葉
が

あ
る

と
良

い
。

子
供

た
ち

が
、

『
確

か
な

学
力

』
『

豊
か

な
心

』
『

健
や

か
な

体
』

を
、

そ
れ

ぞ
れ

調
和

の
と

れ
た

力
と

し
て

身
に

付
け

る
こ

と
で

　 ⇒ ⇒⇒⇒
子

供
た

ち
が

、
「

確
か

な
学

力
」

「
豊

か
な

心
」

「
健

や
か

な
体

」
を

、
そ

れ
ぞ

れ
調

和
の

と
れ

た
『

生
き

る
力

』
『

生
き

る
力

』
『

生
き

る
力

』
『

生
き

る
力

』
と

し
て

身
に

付
け

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

※
「

基
本

方
針

③
」

の
リ

ー
ド

文
で

『
生

き
る

力
』

の
説

明
を

追
記

※
「

基
本

方
針

③
」

の
リ

ー
ド

文
で

『
生

き
る

力
』

の
説

明
を

追
記

※
「

基
本

方
針

③
」

の
リ

ー
ド

文
で

『
生

き
る

力
』

の
説

明
を

追
記

※
「

基
本

方
針

③
」

の
リ

ー
ド

文
で

『
生

き
る

力
』

の
説

明
を

追
記

全 　 体

1



修
正

案
対

応
意

見
意

見

第
２

回
周

南
市

総
合

教
育

会
議

に
お

け
る

協
議

内
容

と
「

大
綱

（
案

）
」

の
修

正
項

目
整

理
表

月
谷

子
供

達
が

未
来

（
あ

す
）

を
担

う
の

は
間

違
い

な
い

が
、

「
今

」
も

大
切

だ
と

い
う

こ
と

も
、

一
言

欲
し

い
。

教
育

長
過

去
を

知
る

と
い

う
こ

と
は

、
今

の
自

分
の

生
き

方
を

考
え

る
、

そ
し

て
未

来
に

繋
げ

て
い

く
、

ま
さ

に
そ

の
と

お
り

な
の

で
表

現
を

少
し

考
え

て
み

た
い

。

ふ
る

さ
と

周
南

に
誇

り
と

愛
着

を
も

っ
た

、
周

南
の

未
来

（
あ

す
）

を
担

う
人

材
の

育
成

に
努

め
ま

す
。

⇒
「

基
本

理
念

」
に

お
い

て
表

記
⇒

「
基

本
理

念
」

に
お

い
て

表
記

⇒
「

基
本

理
念

」
に

お
い

て
表

記
⇒

「
基

本
理

念
」

に
お

い
て

表
記

未
来

（
あ

す
）

に
向

か
っ

て
元

気
な

周
南

市
を

実
現

す
る

た
め

に
は

⇒ ⇒⇒⇒
未

来
（

あ
す

）
に

向
か

っ
て

子
供

た
ち

が
変

化
の

激
し

い
社

会
を

生
き

抜
き

、
子

供
た

ち
が

変
化

の
激

し
い

社
会

を
生

き
抜

き
、

子
供

た
ち

が
変

化
の

激
し

い
社

会
を

生
き

抜
き

、
子

供
た

ち
が

変
化

の
激

し
い

社
会

を
生

き
抜

き
、

真
の

社
会

人
と

し
て

の
自

己
実

現
を

図
る

た
め

に
は

真
の

社
会

人
と

し
て

の
自

己
実

現
を

図
る

た
め

に
は

真
の

社
会

人
と

し
て

の
自

己
実

現
を

図
る

た
め

に
は

真
の

社
会

人
と

し
て

の
自

己
実

現
を

図
る

た
め

に
は

市
長

地
域

や
幼

稚
園

、
保

育
所

と
と

も
に

、
な

に
よ

り
も

子
供

は
家

庭
で

育
ち

ま
す

。

教
育

長
保

護
者

の
啓

発
は

小
学

校
、

中
学

校
に

お
い

て
も

と
て

も
重

要
で

あ
る

。
幼

児
教

育
の

重
要

性
を

子
育

て
の

早
い

時
期

に
啓

発
す

る
必

要
性

を
、

子
育

て
支

援
の

推
進

の
部

分
で

具
体

的
に

書
け

る
か

ど
う

か
検

討
し

て
み

る
。

市
長

家
庭

教
育

は
本

当
に

一
番

大
切

で
あ

る
。

親
を

見
て

子
供

は
育

つ
が

、
親

の
い

う
と

お
り

に
子

供
は

育
た

な
い

。
親

の
す

る
と

お
り

に
子

供
は

育
つ

。

教
育

長

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
を

進
め

て
い

く
上

で
、

こ
う

い
っ

た
世

代
の

方
も

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
地

域
、

学
校

も
取

組
を

双
方

で
や

り
、

親
の

世
代

の
方

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

中
に

ど
ん

ど
ん

入
っ

て
、

は
じ

め
て

周
南

市
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
が

完
成

す
る

。
こ

う
し

た
世

代
が

抜
け

落
ち

て
い

る
状

況
は

認
識

は
あ

る
の

で
、

そ
の

部
分

に
つ

い
て

書
き

込
む

こ
と

が
で

き
れ

ば
と

思
う

。

教
育

長
場

合
、

場
面

を
設

定
し

て
、

そ
こ

に
子

供
が

ど
う

か
か

わ
る

か
と

い
う

こ
と

だ
と

思
う

が
、

ま
た

別
の

言
葉

を
考

え
て

み
る

。

市
長

ニ
ュ

ア
ン

ス
は

わ
か

る
が

、
言

葉
と

し
て

難
し

い
。

③

健 や か な 体 の 育 成

対 象 施 策

松
田

「
魅

力
あ

る
食

育
を

推
進

し
ま

す
」

と
あ

る
が

、
周

南
市

で
は

食
育

推
進

計
画

が
立

て
ら

れ
て

い
る

の
で

、
そ

の
中

に
書

か
れ

て
い

る
学

校
・

教
育

委
員

会
の

役
割

に
つ

い
て

の
箇

所
を

活
用

し
た

ら
よ

い
。

市
長

ご
指

摘
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

○
 
学

校
、

家
庭

、
地

域
、

関
係

機
関

等
が

連
携

す
る

こ
と

で
、

運
動

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

環
境

や
機

会
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
魅

力
あ

る
食

育
を

推
進

し
ま

す
。

⇒ ⇒⇒⇒
○

 学
校

、
家

庭
、

地
域

、
関

係
機

関
等

が
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

、
運

動
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

る
環

境
や

機
会

の
拡

充
を

図
り

ま
す

。
○

 学
校

給
食

や
特

色
の

あ
る

食
育

を
通

し
て

、
食

の
知

識
の

習
得

や
正

し
い

食
○

 学
校

給
食

や
特

色
の

あ
る

食
育

を
通

し
て

、
食

の
知

識
の

習
得

や
正

し
い

食
○

 学
校

給
食

や
特

色
の

あ
る

食
育

を
通

し
て

、
食

の
知

識
の

習
得

や
正

し
い

食
○

 学
校

給
食

や
特

色
の

あ
る

食
育

を
通

し
て

、
食

の
知

識
の

習
得

や
正

し
い

食
習

慣
の

定
着

を
図

り
、

心
身

の
健

康
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

習
慣

の
定

着
を

図
り

、
心

身
の

健
康

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。
習

慣
の

定
着

を
図

り
、

心
身

の
健

康
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

習
慣

の
定

着
を

図
り

、
心

身
の

健
康

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

池
永

教
員

が
も

う
少

し
地

域
に

出
か

け
ら

れ
る

環
境

作
り

と
い

う
の

も
必

要
。

サ
ー

ビ
ス

業
を

経
験

す
る

な
ど

、
社

会
体

験
研

修
が

人
材

育
成

に
つ

な
が

る
か

は
わ

か
ら

な
い

が
、

地
域

に
溶

け
込

む
教

職
員

の
育

成
に

は
つ

な
が

る
。

松
田

教
員

は
な

か
な

か
あ

い
さ

つ
し

て
く

れ
な

い
と

い
わ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

そ
の

あ
た

り
も

地
域

に
溶

け
込

め
な

い
要

因
に

な
る

⑤
（

意
見

な
し

）

教
育

長

施
策

の
中

に
反

映
さ

せ
る

か
ど

う
か

は
検

討
す

る
。

市
長

「
も

の
」

と
関

わ
る

、
「

人
」

と
関

わ
る

と
い

う
の

は
、

言
い

慣
れ

た
使

い
方

だ
と

思
う

が
、

「
状

況
」

と
関

わ
る

と
い

う
使

い
方

は
あ

ま
り

し
な

い
の

で
、

違
和

感
が

あ
る

。
月

谷

池
永

④

推 進 方 向 　 　 　 　 対 象 施 策 対 象 施 策

幼
児

教
育

の
重

要
性

が
高

ま
っ

て
い

る
が

、
保

護
者

の
幼

児
教

育
へ

の
理

解
を

進
め

る
に

は
、

保
護

者
へ

の
啓

発
が

最
重

要
で

は
な

い
か

と
思

う
。

「
は

じ
め

に
」

で
も

触
れ

ら
れ

て
い

る
、

「
規

範
意

識
の

低
下

」
は

、
子

供
も

社
会

の
様

子
や

親
を

見
て

育
つ

の
で

子
供

の
お

手
本

と
し

て
、

親
が

一
番

に
な

っ
て

く
る

の
で

、
保

護
者

と
い

う
言

葉
を

入
れ

て
い

た
だ

き
た

い
。

対
象

施
策

４
番

目
の

「
地

域
の

人
材

や
関

係
機

関
な

ど
の

連
携

」
と

い
う

の
は

、
幼

稚
園

、
保

育
所

で
の

講
演

を
さ

れ
る

こ
と

な
ど

を
指

す
の

だ
と

思
う

が
、

こ
れ

ら
を

充
実

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
。

市
長

も
、

子
育

て
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

、
お

母
さ

ん
方

と
の

意
見

交
換

す
る

取
組

は
と

て
も

大
切

。

子
供

の
知

的
好

奇
心

、
興

味
や

関
心

を
喚

起
し

、
子

供
と

「
も

の
」

や
「

人
」

、
「

状
況

」
と

の
か

か
わ

り
を

よ
り

豊
か

に
す

る
環

境
構

成
に

努
め

ま
す

。

⇒
文

部
科

学
省

で
用

い
て

い
る

表
記

と
の

整
合

を
図

る
⇒

文
部

科
学

省
で

用
い

て
い

る
表

記
と

の
整

合
を

図
る

⇒
文

部
科

学
省

で
用

い
て

い
る

表
記

と
の

整
合

を
図

る
⇒

文
部

科
学

省
で

用
い

て
い

る
表

記
と

の
整

合
を

図
る

小
学

校
以

降
の

生
活

や
学

習
の

基
盤

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

⇒ ⇒⇒⇒
小

学
校

以
降

の
生

活
や

学
習

に
つ

な
が

る
つ

な
が

る
つ

な
が

る
つ

な
が

る
基

盤
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

○
 
地

域
の

人
材

や
関

係
機

関
な

ど
の

連
携

及
び

協
力

体
制

の
充

実
を

図
り

、
子

育
て

支
援

の
推

進
に

努
め

ま
す

。

⇒ ⇒⇒⇒
○

関
係

機
関

と
の

連
携

及
び

協
力

体
制

の
充

実
を

図
り

、
家

庭
や

地
域

に
お

け
家

庭
や

地
域

に
お

け
家

庭
や

地
域

に
お

け
家

庭
や

地
域

に
お

け
る るるる

子
育

て
支

援
の

推
進

に
努

め
ま

す
。

基 本 方 針

全 　 　 体

家
庭

や
地

域
の

信
頼

と
期

待
に

こ
た

え
る

た
め

、
教

職
員

の
資

質
能

力
の

向
上

を
図

り
、

⇒
子

供
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
人

格
を

尊
重

し
、

個
性

の
伸

長
を

図
り

な
が

ら
、

社
⇒

子
供

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

人
格

を
尊

重
し

、
個

性
の

伸
長

を
図

り
な

が
ら

、
社

⇒
子

供
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
人

格
を

尊
重

し
、

個
性

の
伸

長
を

図
り

な
が

ら
、

社
⇒

子
供

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

人
格

を
尊

重
し

、
個

性
の

伸
長

を
図

り
な

が
ら

、
社

会
的

資
質

や
行

動
力

を
高

め
る

た
め

、
生

徒
指

導
体

制
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
会

的
資

質
や

行
動

力
を

高
め

る
た

め
、

生
徒

指
導

体
制

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

会
的

資
質

や
行

動
力

を
高

め
る

た
め

、
生

徒
指

導
体

制
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
会

的
資

質
や

行
動

力
を

高
め

る
た

め
、

生
徒

指
導

体
制

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
の

資
質

能
力

の
向

上
を

図
り

、

教
員

が
地

域
に

、
溶

け
込

も
う

と
し

て
い

る
と

、
感

じ
て

い
る

と
こ

ろ
だ

が
、

土
日

に
全

て
の

一
般

の
教

員
が

全
部

、
地

域
に

参
加

す
る

こ
と

は
難

し
い

。
そ

の
あ

た
り

も
含

ん
で

教
員

の
人

材
育

成
に

つ
い

て
は

考
え

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

②

幼 児 教 育 の 充 実

企
業

に
お

け
る

実
際

の
経

営
方

針
や

理
念

な
ど

を
知

る
こ

と
も

良
い

経
験

に
な

る
人

的
に

も
接

客
や

人
と

の
関

わ
る

点
で

幅
広

く
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
そ

れ
は

、
教

育
に

も
生

か
せ

る
。

片
山

リ ー ド 文

基 本 方 針
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匌２ڬ厬 公ড়館は、市匾जの他区域内の卫ড়のञीに、ৰ匶生活に໌する教育、

学術及び文化に関する各種の事業をষい、もつて卫ড়の教ുの匇上、掕೨の増進、午

操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

匌２１厬 教育委員会は、当ჾ地্公厗団体が叀৶する教育に関する事務द、卙に
ൕげるものを管৶ख、及びষする。 

 厝华 捘少ফ教育、匩性教育及び公ড়館の事業जの他社会教育に関すること。 

公ড়館・生涯学習関係事務の市শ部局への挔管について 
 
１．公ড়館・生涯学習関係事務の現状について 

(1) ১ഥ捏ು 
     

 

 

 
     

 
 
 
 
 

 (2) 現状 
 ① 組織と所掌業務 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ⋈ 公ড়館及び類似施設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会教育১（ೣ匄２ڰফ） 

部 課 室・担当 主な業務

首
শ

地域振興部 文化スポーツ課
文化担当
スポーツ担当

文化振興、文化団体の育成、文化施設の管
৶、スポーツ振興、スポーツ団体の育成、
スポーツ振興計画、スポーツ施設の管৶

教
委

教育部 生涯学習課

生涯学習担当
公ড়館担当
捘少ফ教育担当
文化財保護担当

生涯学習の推進、公ড়館・公ড়館類似施
設、捘少ফ教育、捘少ফの掕全育成、捘少
ফ育成センター、社会教育委員、社会教育
団体の育成、大田原自然の家、文化財保
護、ๅ保護、ড়Ⴓৱ厄の保存・捯単

 

周南市大捾公ড়館 周南市叐田捡挟卼公ড়館 周南市೫厈公ড়館
周南市捣勹公ড়館 周南市০公ড়館 周南市中ఙ地区公ড়館
周南市叐田公ড়館 周南市০公ড়館勽厞原分館 周南市周഻公ড়館
周南市ໜ勜公ড়館 周南市小ഒ公ড়館 周南市掞া公ড়館
周南市ໜ勜公ড়館挛厉分館 周南市捡ി公ড়館 周南市匓公ড়館
周南市ໜ勜公ড়館匎ৄ分館 周南市叐田捾匓公ড়館 周南市福勜公ড়館
周南市ఽ市公ড়館 周南市᳛勹公ড়館 周南市匄田公ড়館
周南市จ公ড়館 周南市স公ড়館 周南市ിห公ড়館
周南市大勹公ড়館 周南市中公ড়館 周南市高匍公ড়館
周南市⌵拞公ড়館 周南市ر勦公ড়館 周南市大ఖ内公ড়館
周南市大匇公ড়館 周南市শ໘公ড়館 周南市ಧ公ড়館
周南市挸৪公ড়館 周南市ว公ড়館 ≪計 ３５館≫
周南市三丘徳修館 周南市勝間ふれあいセンター 周南市ๅいこいの卦及センター
周南市学び・卦及উラ२ ≪計  ４館≫

名  称

公
ড়
館

類
似  

 

地্教育ষの組織及び卞協に関する১（ೣ匄３１ফ） 



２．市শ部局への挔管について 

(1) 背景 

  ○ 従来の社会教育 

   ・公ড়館等の社会教育施設の設厒・卞協 ܒ 学習務会の卖挿、生活文化の振興 

  ○ 急激な社会環境の変化 

   ・経済環境の変化、少子高齢化、人口減少、家族形態の変容、価値観の多様化・・・ 

 のつながり、連ఝ厤、支इ়いの勪掟のൌු化ر地域にउऐる人 ܒ    
 
 
 
 
 
 
 

(2) 連携強化の必要性 

  ○ 社会教育と地域づくりの連携 

   ・ 社会教育により学॒ट成卵をَ地域づくりُृَ市ড়協働ُの推進に生ऊす
取組の重要性が拡大 

・ जれझれの部局にउいて持厌の取組とखてষॎれていञ社会教育の推進によ
るَ人づくりُと市শ部局によるَ地域づくりُとの連携強化が勘參ಳ 

○ 公ড়館のು勷性を高ीる取組の推進 

・ َ社会教育のು勷ُとखての公ড়館務印にَ地域づくりのು勷ُとखての務
印を匎इることदು勷性を高ी、卫ড়とষによる厗の地域づくりを推進す
ることが必要 

 
 
 
 
 
 
   

◎社会教育への要請 

  地域づくりの多様な担い手を育成する「人づくり」の役割を担い、地域社会全

体が活性化していく持続可能なシステムの構築に資すること 

◎公民館の属性への要請 

  社会教育の機能を維持しつつ、地域づくりの拠点という新たな要請に応えるた

めには、公民館の市長部局への移管も含めた実効性のある施策の検討が必要公民館の市長部局への移管も含めた実効性のある施策の検討が必要公民館の市長部局への移管も含めた実効性のある施策の検討が必要公民館の市長部局への移管も含めた実効性のある施策の検討が必要 



３．他市の状況について 
 
○ 光市（コミュニティセンター：１２館 ※H28 ） 

・匊成２ڬফ২  
公ড়館を地域自主卞協へ挔ষ 
 正職員の主事の引き上げ、地元雇用の嘱託主事を雇用 

・匊成２２ফڰা 
公ড়館を市শ部局へ挔管 

→َ公ড়館ُのまま、市ড়部 地域づくり推進課が拙捉ষ 
 ・匊成２ڳফڰা 
   生涯学習関係の事務を、市ড়部 地域づくり推進課へ挔管  
 ・匊成２ڴফڰা 
   َ公ড়館ُをَコミュニティセンターُに挔ষ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 縘市（公ড়館：１ڲ館） 
・匊成２１ফ২  

市শ部局にَ文化・スポーツ振興部ُを新設 
→生涯学習、社会教育、公ড়館に関する事務を市শ部局へ挔管 
 ※社会教育（公ড়館等の管৶も捋ि）に関する事務は拙捉ষ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

部 課 室・担当 主な業務
総務管৶係
文化振興係 文化の振興、文化団体の育成

生涯学習係
生涯学習の推進、家庭教育の推進、捘少ফの掕
全育成、社会教育委員会、公ড়館卞協審議会、
公ড়館、社会教育関係団体

ᅛ務係 経৶・ీ৺

体育係

スポーツ推進事業計画、社会体育の普及、各種
協議の指導・普及、体育協会、スポーツ団体及
び体育関係団体、スポーツ教室及び体育関係ষ
事、スポーツ推進委員等、体育施設

首
শ

文化・スポー
ツ振興部

教
委

教育委員会

文化・生涯学習課

スポーツ振興課

学校及び施設関係の部署のみ

（H27.4.1現在）
部 課 室・担当 主な業務

地域づくり支援係
コミュニティ・市ড়活動の推進・支援、自治
会、地域づくり支援センター、公ড়館

生涯学習・市ড়活動支援係 生涯学習の振興、生涯学習センター

文化振興係
芸術文化の振興奨励、文化財の保存、文化団体
の育成等

社会教育係
社会教育の推進、社会教育施設の整備、捘少ফ
の掕全育成、捘少ফ団体の育成、择課ుญॡ
ラブ等

体育課 体育係 体育施設、スポーツ推進、体育関係団体

首
শ

市ড়部 地域づくり推進課

教
委

教育委員会
文化・社会教育課



○ 口市（地域卦及センター：２ڵ館（うち分館がڴ館）） 
・匊成２１ফڰা 

公ড়館を市শ部局（地域振興部 協働推進課）へ挔管 
َ公ড়館ُをَ地域卦及センターُへ挔ষ 
 

・匊成２２ফڰা 
教育委員会生涯学習課を 2 分割 

→生涯学習部門は、地域振興部 生涯学習･スポーツ振興課へ 
社会教育部門は、教育委員会に社会教育課を新設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 課 室・担当 主な業務

総務担当

活動支援室

施設整備担当

地域づくりを担う人材の育成、地域づくりの支
援、地域課題の解決

管৶担当

企画振興担当

管৶担当

社会教育担当

人権教育担当

文化財保護担当
埋蔵文化財担当
大内文化財担当

首
শ
部
局

地域振興部

協働推進課

生涯学習・スポー
ツ振興課

教
育
委
員
会

教育委員会

社会教育課

文化財保護課

協働のまちづくり、地域の振興、自治会、地区
コミュニティ、市ড়活動യ進、ୠઐ७থ
ॱشभଵ৶؞ઈ、地縁による団体、集会所等
コミュニティ施設

生涯学習の推進、生涯学習施設、スポーツ諸施
策の企画・振興、スポーツ関係団体等の指導・
育成、スポーツ災害、体育施設等、体導委員、
スポーツ全国大会等の開催支援

社会教育委員、人権教育、、社会教育活動の推
進（子どもの居場所づくり、子育て講座、家庭
教育）、社会教育関係団体、社会教育施設、成
人厚、捘少ফセンター、学校支援ランティ
ア、小中学校スポーツ関係団体等の支援、ス
ポーツ少ফ団

地域づくり支援センター

文化財の保護、文化財審議会、埋蔵文化財、大
内文化財、拋文化財関係団体、ഄఴড়Ⴓৱ厄
館等


